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地滑りの模式図 
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まとめ：大和町下原の場合 

•候補地の下原は小さな河岸段丘 

•荒川の上流一帯に4ｋｍ×8ｋｍの巨大地滑り 

•地滑り地帯の地質は船形山・泉ヶ岳火山群の岩屑流堆積物 

•地滑りが再活動したり土石流が発生すれば，最終処分場が破壊する 

• しかし，それらが何時発生するかは分からない 
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まとめ：加美町箕ノ輪山の場合 

•山形県境付近の標高700ｍの稜線部で常時強風・冬期積雪 

•候補敷地はやや粗鬆な変質した岩株状流紋岩で長径約2.5ｋｍ 

•流紋岩岩株の周囲は地滑り地帯 

•地滑りは１５Ｍａの泥岩で発生．頂部は流紋岩岩株にも及ぶ 

• とくに東側斜面は急斜面を形成： 最大36度 

•地層は緩く南東に傾き，地下水も南東に向って流れる 
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まとめ：栗原市深山牧場の場合 

•候補地は標高540ｍ程度の山頂平坦部．市営深山牧場 

•候補敷地は小野松沢層の軽石凝灰岩 

   この地層は岩手宮城内陸地震による巨大地滑りと同じ 

•敷地北斜面と西斜面に地滑りあり 

•東斜面（深山牧場への山道）には地滑り防止工事 

•近傍に岩手宮城内陸地震の時に地滑り性の地割れ多数発生 



環境省 H24年8月10日 

一部は32年も前の
粗いデータ 

距離ではなく
集水域 

防災科研のデータ
ベースを見ている？ 

国有地ありき 



○ 「まず国有地ありき」では，適地ではなく，必然的に「山岳地帯に」になってしまう 
 
○ 評価基準は妥当か？ 
        評価に用いる地形・地質資料：  
      1/20万土地保全基礎調査（国土交通省） 
      旧国土庁土地局土地保全図 
       ↑ 小縮尺すぎて，とても粗すぎる 
          これらは昭和58年（32年も前）に国土庁土地局・宮城県企画室が作成した古ーいもの  
       
○ 宮城県は地形勾配30度以下 ⇔ 栃木県の候補地では4haで勾配10～15％以下 ← 不統一 
 
○ 河川からの距離だけではなく，比高も重要 
 
○ 水道水源からの距離だけではなく，集水域が重要) 

候補地選定過程に関する問題点 



・ 漏れることを前提とした対策を 
    地震と同様，地滑りもめったに起きない，でもいつかは確実に起きる 
    しかし，予測することが困難で，安全率が通用しない世界 
       不測の事態にも早急に対処できる構造に 

・ 人目に付かないところではなく，いつも注意が払われる所へ 
   「臭いものにはふた」 ではダメ 

・ 上流・風上ではなく，下流・風下に 
   宮城県の3候補地とも上流，とくに加美と栗原は風上 
   国有地を前提としたため，山岳地になってしまった ← 順序が逆 

・ 川ではなく海（無限希釈）に 
   川や地下水の水量は海よりずっと少なく，希釈能力に画然とした差あり 

・ 適度に延性的（クラックが無い）地盤，地下水位面より浅く 
    山岳地帯は大まかには硬い石←クラックが多い・崖崩れの危険 
   丘陵地は大まかには強度は十分で，かつ延性的←クラックが少ない 

放射性指定廃棄物最終処理場に関する留意点 



 









H24年8月10日に環境省が宮城県に示した説明書 

このようなプロセスで放射性物質が飛散することはない？ 

2～3ha (140 x 190 m) 



H24年9月3日に環境省が栃木県に示した説明書から 

バグフィルター付き焼却炉のメーカーは
複数あって，ホームページにはトラブル
を回避するアドバイスが掲載されている 
事故はあるものと考えるべき 





1セル当たり200個のフレキシ
ブルコンテナ 

総計53セル 



栃木県への説明書では 



○ 指定廃棄物： 8000Bq/kg以上の廃棄物の保管量は約6,000ｔ 
   ・農林業関連 8000Bq/kg超は約5,000t ＋ 8000Bq/kg以下は約60,000t 
                               → 焼却減容して 6,400t （約1/10になる） 
   ・浄水発生土＋その他 約2000t  

      ・仮設呂解体材 約1,600t 
     焼却炉で焼却・減容 
    農林業関連指定廃棄物の減容後の放射能は80,000Bq/kg以上になる 
    栃木県への説明分では「・・・8,000Bq/kgを超えて10万Bq/kg以下の指定廃棄物のみならず， 
    10万Bq/kgを超える指定廃棄物も処理する可能性があることから・・・」となっている 
 
○ 粉砕・選別・保管場所からの飛散．流出事故はあるという前提で 
 
○ 焼却炉にも事故はあるでしょう．とくにバグフィルター 
 
○ 埋立地下構造物は，地下水位面より浅く 
 
○ いつでも対策が実行できるように，管理点検回廊を 

処理施設・構造物に関する問題点 


